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業種別労働災害発生状況

令和６年（５月末） 前年同期 対前年
業種
割合
（％）

令和５年（確定）　　　　区分

　業種別

　 本統計は労働者死傷病報告書（休業4日以上）及び死亡災害速報により集計したものである。
　 死亡欄の（　）内は交通事故で内数である。
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2 ２月

建
築
工
事
業

　被災者は、杭抜作業を行っていた際に、ドラグショベルで掘削した部分に入り、杭頭を確認
するためにスコップを使用して手掘で地面を掘削していたところ、法面が崩壊し、土砂に下半
身が埋まり被災したもの。
　土砂から救出された時は意識があったが搬送先の病院で死亡が確認された。

崩壊、倒壊
地山、岩石

1 1月
林
業

　被災者は、伐木等機械（グラップル）を使用し、伐倒木の木寄せ集材作業を行っていたとこ
ろ、何らかの理由で、グラップルのブームのシリンダーとキャビンのフレームの間に身を乗り出
した格好で挟まれていたところを発見されたもの。
　発見時、被災者が操縦していたグラップルのキャビンの右サイドガラスが破損していた。

はさまれ、巻き込まれ
伐木等機械

※　本件事例は脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは掲載していません。

1 ２月
卸
売
業

　被災者は、大型円形搾乳機（ロータリーミルキングパーラー）の修理作業のため、前日深夜
から単独で現場に入場していた。翌朝、機械の内側に入って作業を再開していたが、その後、
駆動モータ付近で頭部から血を流して倒れているところを牧場関係者に発見されたもの。

はさまれ、巻き込まれ
一般動力機械

※　本件事例は脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは掲載していません。

2 ３月
林
業

　被災者は、道有林内でチェーンソー及び伐木機械を用いて伐木作業を行っていた。作業終
了時刻になっても被災者が土場に戻ってこないのを不審に思った同僚が様子を見に行ったと
ころ、伐倒木（樹種：センノキ、樹高：約１２ｍ、胸高直径：２６ｃｍ）の近くで倒れている被災者を
発見したもの。
　伐倒木は、追い口の途中から高さ約3.5mにわたり幹が裂け上がっており、退避する間もなく
木元に激突されたものと推定される。

激突され
環境等

3 10月

砂
利
採
取
業

　被災者は、砂利採取場において、不具合を起こした水中ポンプをドラグショベルのクレーン
機能を使用して水中から引き上げようとしていた。
　水没した側溝（幅４．５ｍ、深さ３．５ｍ程度）の際にドラグショベルを停め、ポンプに連結した
介錯ロープをクローラ上に立ちながら手繰り寄せていたところ、水中に転落して溺れたもの。

おぼれ
環境等


